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ELSI（エルシー）とは、先進科学技術の倫理的・
法的・社会的影響／課題（Ethical, Legal and Social 

Implications／Issues）を指します。ELSIはもとも
とヒトゲノム計画を契機として米国の研究プログラム
として開始され、遺伝情報を提供する研究対象者のプ
ライバシーや差別の問題、研究対象者に対するイン
フォームドコンセント（説明同意）、研究データの共
有に伴うセキュリティなどの課題についての人文・社
会科学研究が1990年代から進められてきました。米
国でのELSIプログラムにならい、2000年代に入って
カナダや韓国、英国、オランダやノルウェーなどで同
様のプログラムが立ち上がり、こうした研究実践活
動を総称してELSIと呼ぶようになりました。その後、
ナノテクノロジーや脳科学、人工知能（AI）やロボット
を含むさまざまな分野において、研究開発の際に考慮
されるべき視点として、政府や大学、公的研究機関で
の取り組みが広がりつつあります。最近でも、日本の
複数の大学で学際的・共創的なELSI研究センターが
創設されたほか、著名なテックカンパニーではそれぞ
れ独自のAI倫理指針を策定したり、企業研究開発にお
ける倫理審査の高度化や普及を目指したりしています。

1. エンゲージメントにおける課題
ELSIの代表的課題を＜図1＞のように整理してみま
しょう。まず、エンゲージメントにおける課題があり

ます。多様性と包摂（D&I）という最近の標語が示す
通り、研究開発や事業にどのような人々がどのように
関わるべきかというものです。民主主義的な規範や社
会的正義として必要なばかりでなく、より多様なユー
ザーに寄り添った製品やサービスを開発したり、新し
い発想によるイノベーションをもたらしたり、さらに
将来の様々な影響について幅広い人々と対話し、取り
組みを協働していく機会を提供できます。

2. データマネジメントにおける課題
次にデータマネジメントです。デジタル時代では
人々の行動や健康に関する個人情報がビッグデータと
して収集・管理・利用されるようになり、各人に合っ
たサービスの提供によって消費者の利便性が向上して
います。その半面、データ提供者による同意やアクセ
ス権、データを他者と共有する範囲や他のデータとの
紐づけ、これらデータを管理するシステムのセキュリ
ティなどが課題として多く挙げられています。

3. コミュニケーションにおける課題
そして欠かせないのがコミュニケーションです。
データ提供者からの同意に当たっては、研究開発や事
業についての適切で分かりやすい説明が必要ですし、
そもそも社会的にインパクトのある活動を行う際に
は、十分な説明責任を果たして一般からの信頼を得な
ければなりません。そのためには製品やサービスの利
用者となる市民に対して、現在進めている活動に対す
る意識や関心、理解を高めてもらうことも重要になり
ます。

Ⅱ　ELSIの代表的課題
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4. インパクトにおける課題
研究開発や事業がもたらす将来的なインパクトにつ
いて事前に検討することも、ELSIとして重要な側面
の一つです。環境や人体への影響ばかりでなく、軍事
やテロなどへの転用可能性についてもあらかじめ適切
に分析し、事前対応策と緊急時対応計画（コンティン
ジェンシープラン）を立てておくことが期待されます。

5. アイデンティティにおける課題
最後に、人間の身体や特性、尊厳にかかわるアイデン
ティティがELSIの大きな特徴として挙げられます。プ
ライバシーや知る権利・知らないでいる権利、あるい
は差別や不平等などと関係するほか、人型ロボットや
AIにどこまで権利や責任、「人格」を与えるかという
問題は、ELSIを通じて「人間」という考え方そのも
のに見直しを迫るものともいえます。

それではなぜ、今ELSIが求められているのでしょ
うか。まず、倫理面を考えてみると、先端的な科学技
術の発展により、人々の遺伝情報や健康情報、位置情
報、あるいは購買履歴やSNSでの言動などパーソナ
ルなデータの収集が進み、それを分析して個人に適し
たサービスを提供する機会が増えました。技術の個人
化により、安全性やプライバシー、人権など、人々の
身体や特性、尊厳を脅かすような事態が増え、個人が

それぞれ技術に対する是非についての倫理的な判断を
行うことが求められるようになっています。
法律に関する論点としては、技術発展の目覚ましい
スピードに対して法制度や社会システムが追い付けず、
技術予測も難しくなったことが挙げられます。新しい
技術に対して既存の法的枠組みを当てはめることが難
しい上、二重、三重の規制が重なることもあり、研究
開発を促進するために煩雑な手続きが必要となったり
します。情報提供や教育などの手段を織り交ぜ、ソフ
トローと呼ばれるような緩やかな規制の仕組みを考
案・実施することが一つの解決手段となります。
そして社会においては、インターネットやSNSをは

じめとして一般市民の声がより広く届くようになり、
技術や、それを扱う専門家や組織に対する懸念や不安
が顕在化しやすくなっています。いわゆる炎上と呼ば
れる社会的騒動は、企業においてもコンプライアンス
に対する考え方を改めなければならない事態かもしれ
ません。というのも、コンプライアンスを単なる法令
遵守と捉えてしまうと、炎上案件を防ぎきれないから
です。それどころか、法律を盾に組織が守られている
という状況に対する反感ゆえに、匿名の暴力によって
社会的制裁を図るために炎上が発生するからです。

1. SDGs／ESGとELSIの比較
国際的に大きな挑戦となっている国連の持続可能な

Ⅲ　なぜ、今ELSIが求められているのか

▶図1　ELSIの代表的課題とその分類
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開発目標（SDGs）達成に向けて民間企業がビジネス
を通じて社会課題に取り組むことが期待される中、環
境・社会・ガバナンスの要素を考慮するESG投資が拡
大しています。これまで社会的責任投資（SRI）や企
業の社会的責任（CSR）など、環境問題への取り組み
や社会貢献として行われてきたところ、企業や市民社
会からのSDGs的視点の導入は、製品やサービスばか
りでなく、企業という組織運営そのものにも見直しを
要請しています。
こうしたSDGs／ESGとELSIは何が異なるのでしょ

うか。ELSIのほうが研究開発段階で検討されること
が多いというのは一つの違いかもしれません。加え
て、＜表1＞に示すように、取り組む理由やメリット
がそれぞれ異なります。企業がSDGs／ESGに取り組
むのは、自分の組織の健全性を示し、投資家の意思決
定を支援して、市場からの資金調達を得やすくすると
いう理由があります。また、これにより、組織のイメー
ジや認知度を向上させ、優秀な人材を確保できるとい
うメリットも考えられます。対するELSIは、研究開発
を進めている製品やサービスが実用化された際に意図
しない社会的な悪影響を回避・軽減するため、現在や
将来の倫理的・法的・社会的課題をあらかじめ検討す
ることに特徴があります。こうした取り組みは、貧困
層への少額融資制度や、車椅子をスマートな乗り物に
変えたパーソナルモビリティ、フードロス削減を目指
すフードシェアリングのプラットフォームなど、ソー
シャルビジネスやエシカル消費の潮流とも結びつい
た、企業やソーシャルセクターにおける新たなイノ
ベーション創出の好機とも捉えられます。

2. ガバナンスの重要性
ガバナンスは、SDGs／ESG、ELSIのどちらにおい

ても重要な観点です。国や業界を挙げてSDGs／ESG

への取り組みが奨励される中、社会的要請への対応や
環境負荷の軽減といった付帯的な動機によって各組織
が表面的に取り組むことは、かえって「SDGsウォッ
シュ」という批判を招く恐れがあります。これを避

けるには、SDGコンパス（企業行動指針）に示され
ているようにSDGsを経営へ統合することが必要であ
り、組織のガバナンス改革が必要となります。同じこ
とはELSIにも当てはまり、「エシカルウオッシュ」と
ならないよう多様な人材や働き方の実現によって労働
環境を改善させ、組織構成員が倫理的意識を高めるこ
とで、業務や社会に対する姿勢を整えていくことが期
待されます。
一般社団法人日本能率協会「日本企業の研究・開発
の取り組みに関する調査（CTO Survey 2020）」に
よれば、現任のCTO（最高技術責任者）が管掌して
いないものの今後重要度が高まると思われる業務とし
て、「SDGsや社会課題解決に資する研究・開発活動
の推進」とともに｢全社的なイノベーション戦略の策
定・実行｣が多く挙げられており、現在の日本企業に
とって社会的に責任あるイノベーションを推進するた
めのガバナンス体制の整備が喫緊の課題であることが
うかがえます。

ELSIの取り組みは、研究開発や事業の対象が倫理
的・法的・社会的に適正であるかを点検するだけでな
く、研究開発や事業を進める組織のガバナンスの適正
化にも通じ、マネジメントの透明性やオープンさを高
め、人材の多様性や包摂を奨励する、将来の望ましい
社会に向けた先見的アプローチといえます。EUの研
究技術開発の資金配分フレームワークプログラムで
ある「ホライズン2020」（2014～20年）では、科学
技術の進展のみならず、社会的公正、平等、基本的人
権、競争的市場、持続可能な開発や生活の質まで、さ
まざまなEU政策との明確なつながりを持たせた領域
横断的な課題として「責任ある研究・イノベーション
（RRI）」が据えられています。RRIの具体的な政策議
題として挙げられているのは市民関与、オープンアク
セス、ジェンダー平等、科学教育、倫理、そしてガバ

Ⅴ　これからのELSI

▶表1　SDGs／ESGとELSIに取り組む理由・メリット 

SDGs/ESG ELSI

• 資金調達
企業の健全性が高まり、資金調達の面で有利に働く

• アジリティ・先見性
研究開発の予期せぬ社会的影響を事前に回避・軽減できる

• 広報
組織のイメージや認知度の向上、優秀な人材の確保

• イノベーション
社会的問題の解決につながり、経済効果をもたらす

• ガバナンス
インターナルブランディング（価値観の浸透）によるモチベーションの向上、労働環境の改善
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▶図2　これまでのELSIと、これからのELSI

ナンスです。
これまでのELSIはそれぞれの組織や個人における

取り組みに任され、実務的には倫理規程や倫理審査委
員会の整備が主でした。RRIなどの新しい潮流を踏ま
えると、これからのELSIは、単に研究開発段階にと
どまらず、「研究開発から生産、流通、販売・購入、
消費までの事業プロセス全体にわたる現在および将来
の倫理的・法的・社会的課題に対する自主的で先駆的
な取り組み」として新たに定義し直せるでしょう。そ
して、＜図2＞のように、現場や組織レベルだけでな
く、多様な関係者や市民を巻き込んだ政府や社会全体
に関わる活動へと広がっていくことが期待されます。

これからのELSIについて、倫理、法、社会の各側
面に関する取り組みから見てみましょう。まず、倫理
を問い直すということについて。一般社団法人エシカ
ル協会では、特に「人や地球環境、社会、地域に配慮
した考え方や行動」のことを「エシカル」と呼んでい
ます。このような考え方や行動は、私たちの望ましい
社会像や新たな倫理観に照らして常に見直すことが求
められます。具体的にはどういうことでしょうか。例
えば、より正確で効率的に遺伝子を改変できるゲノム
編集技術を利用して、発展途上国などで蔓延するマラ
リアを媒介する蚊の撲滅を目指す研究開発が行われて
います。これはSDGsのゴール3「すべての人に健康と
福祉を」の達成に向けた公衆衛生上の期待も高い反
面、野生種の蚊を駆逐する可能性が高いことから、ゴー
ル15「陸の豊かさも守ろう」に掲げられている生物

多様性と生態系の保全に反するという懸念も示されて
います。新しい技術によるリスクトレードオフに注意
するばかりではありません。SDGsを達成するという
手段だけにとらわれるのではなく、私たちが守るべき
価値、目指すべき将来について真剣に熟慮することが
必要です。
次に、法的側面としてはルールメイキングが挙げら
れます。新興科学技術に対する法制度の確立はどうし
ても遅れがちで、法整備を待っている間にビジネス機
会も他国との比較優位性も失ってしまう恐れがありま
す。国会議員や行政官、業界団体や消費者・市民団体
などによる協議の場を早めに設け、現行の法制度で暫
定的に対処する方策とともに、全員が合意できるルー
ルを策定し、今後の法制化や社会規範の整備に向けた
各方面への働きかけなどが求められます。
そして、社会面については長期的価値の考慮があ
ります。ELSIについての取り組みは、現在、SDGsや
ESGほど企業にとって見えやすいメリットがあるわけ
ではありません。ただし、社会とともに組織が持続可
能となるためには、短期的なリスクやリターンばかり
に目を向けるのではなく、本当に社会や人々が求めて
いるものを想像し、目まぐるしい時代の変化に流され
ない事業や成果を追求していくことが大切ではないで
しょうか。

お問い合わせ先
EY新日本有限責任監査法人
FAAS事業部　ELSI担当
E-mail： elsi.faas@jp.ey.com

Ⅵ　おわりに

現在 将来

政府・社会レベル

現場・組織レベル
これまでのELSI

これからのELSI

• 各組織や個人における取り組み
• 倫理規程・倫理審査委員会の整備

• 新たな法制度・システムの整備
• 関係者による相互学習・連携協働・
ネットワーク

• 社会的意識・関心・理解の促進

ルールメイキング

• 望ましい社会像、新たな倫理観の探求
• よりエシカルなコミュニティや文化の
醸成

倫理の問い直し

理解促進・保証

• イノベーションにつながるシーズや
ニーズの発見

長期的価値の考慮
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